平成２６年度　第４回学校運営協議会　協議議事録
１　日　時　　平成２７年１月２３日（金）　午後３時３０分～午後４時４５分
２　場　所　　長狭高等学校　会議室
３　参加者　　出席者１２名（欠席３名）
［この他に，千葉県教育委員会２名，本校職員１２名］

４　司　会　　教頭（全体），会長（協議）

５　次　第

（１）開会の言葉（副会長）
（２）会長挨拶
（３）校長挨拶
（４）千葉県教育委員会挨拶

（５）議事録の公開・記録写真の公開のお願い

資料１　第３回学校運営協議会議事録の確認・承認

（６）協議
　　　学校評価について（全日制・定時制）
      全日教頭　別冊資料により全日制について説明　
　　　定時教頭　別配資料により定時制について説明

　　　司会　　　事前に資料が配られていたので、御意見まとめられていると思います。積極的な御発言をお願いします。
　　　委　　員　全体的によい評価で安心した。部活動についての項目が過去との比較でも一番低く、さみしい。地域連携についてはかなりできてきているという評価だ。すでに地元紙に長狭高校の活動をかなり取り上げてもらっているが、学校で行っていることがまだたくさんあると思う。マスコミ等に情報提供してもらえれば、地域の人にも改めて認識してもらえると思う。「広報かもがわ」タウン情報にも積極的に情報提供をしていただきたい。
　　　委　　員　教育相談の充実について、相談は本人が困って自分から来ないと効果が上がらない。本人が来ない場合にはこちらから呼び出すが、説教にならないようにするなどジレンマがある。どんな風に取り組んでいるのか。

　　　定時教頭　定時制では教育相談の期間を設けていて、年２～３回全員の生徒に対して担任以外の教員が面接をしている。最初は他愛ない話から始め２０～３０分の時間をかけて行っている。それを資料にし、職員全員で一人一人の情報交換をしている。

　　　委　　員　教員の働きかけから始まらざるを得ない。生徒もだんだん変わってきていますか。

　　　定時教頭　面談を繰り返す中で人間関係が出来てくる。ほとんどの生徒が複雑な背景を抱えているので面談は重要な位置を占めている。

　　　委　　員　これまでの長狭高の推移を見ると、色々な物事にオープンになってきていることと、地域に自ら出かけることはよく行ってくれている。幼稚園、小学校、中学校に来てくれる生徒を見ると前向きに一生懸命やってくれている。出かけることによって自分の可能性を自覚できるのではないか。小学校からしてみれば憧れのお兄さん、お姉さんである。得てして始めた時はいい形であるが、何回か繰り返すとマンネリ気味になる可能性があるので、お互い相談、工夫しながら前進できると良い。小学校の方から何かお返しができればとも考えているので活動の中で小学校を使っていただければありがたい。

　　　委　　員　先生方のリーダーシップが生徒を地域に根付かせることにつながると思うので、これからもお願いしたい。これから先は、生徒が個人でも地域に出て行って、いろいろな事に参加できるようにする教育も必要になってくる。部活動について、部員数が少ないと聞いている。どんな形で部員を集めるか知恵を出し合い、文武両道でいっていただければよいと思う。

　　　委　　員　ポイントが落ちているところもあるが、総体的には伸びてきているので、努力が実ってきている。たまに学校に来ると生徒の雰囲気が良い。高校生活も大事だが、最後はどのように仕事を選んでいくかが一番の関心事である。学校生活の後、どうやって生きて行くかを指導してもらえればと思う。最終的に、できれば鴨川に帰ってきて仕事を一生懸命やって、人生が輝いていくのが一番だと思うので、それを踏まえて指導をお願いしたい。

　　　委　　員　中学生が高校を見る目は進路実績と部活動の両面がある。親の意識は進路実績、子どもたちの意識は部活動である。実績はさておき、人数がいるところへ行きたいという意識が強い。部活動が活性化されることが中学から見ると魅力の一つ。高校によっては１学期の成績を中学校に見せに行くよう指導しているところがあり印象を良くしている。たまに中学校に来てくれる長狭高の生徒は清潔感あふれており好印象を与えてくれる。できればもっと中学校に来てくれるとさらに良い。長狭高が地域に提供している活動は多い。そろそろ地域から学校へ返す両方の活動があっていいと思う。
　　　委　　員　保護者の意見で、「子どもを本校で学ばせることに満足している」に９割を超えて素晴らしい数字であるが、その評価を得ていながら「保護者として学校行事に大変興味がある」が７割というのは少ないように感じている。ＰＴＡの重点目標として、家庭教育と学校教育の連携を強化しようと掲げている。もっと保護者が学校に興味を持ってもらえるように、また気軽に学校に足をはこべるような環境をＰＴＡと学校が連携しながら作っていきたい。

　　　委　　員　評価が上がっているのは喜ばしい。普段学校のゲートが閉まっていると閉鎖的な感じがするので、もう少し解放するかたちで、災害の際は長狭高も避難所の拠点として重要なところになると思うので地域の人が足を運びやすいかたちになればと思っている。

　　　委　　員　商工会に来てもらえれば、経験としてやってもらえることはいっぱいあると思う。地域でこんな事をやっていることを知ってもらえれば、という気持ちはある。部活については、先輩後輩のつながりが強い地域なので、先輩たちに協力してもらうのもあって良いのかなと思う。

　　　校　　長　部活の加入率は８０％台を保っているが、職員の高齢化、専門外の種目を担当しているという状況があるので保護者からの要望があったのではないかと思う。地域の方、同窓の方の協力を得られるかたちが取れれば更に活性化すると思うが、いろいろなことがからんでいるので、そういうお気持ちを受け止めながら改善していきたい。

　　　委　　員　全体的に見て、改善されてきて嬉しく思う。「長狭高は、授業や部活動はいまいちだけど、いじめもなくて、子どもも元気で学校行事も楽しんでいるから、まあいいか」という保護者の気持ちが本音ではとこのアンケート結果を見て感じてしまう。だけれども、実際生徒の授業評価は肯定的な意見も上がっているし、かなりアップしてきていると思うが、それに対して実際の学校の成績はどうなのか。それが表立って出てきていないから、学校がよくなってきているのを子どもはわかっているが，保護者が理解していないという現状があるのではないかと感じた。職員の評価も素晴らしい。「生徒指導の共通行動を図り、教職員間で統一した指導が行われている」という項目がアップしている。登校指導を　　なくして朝読書を始めたがそれでも大きな乱れがなく落ち着いて授業に取り組んでおり生徒指導の面ではワンランクアップの指導ができてきているのでは　ないか。イエローカードも昔ほど厳密に切られていないが生徒も自分の置かれている状況を理解して学校生活を送っている。校内研修については先生方の必要としていることをアンケートで聞き、研修として取り入れていったらと思う。
　　　　　　　　

（７）報告

　　①職員の採用その他任用に関する事項について
　　　校長より口頭にて説明

　　②コミュニティ・スクール活動について

　　　ア　鴨川幼稚園との連携（保育体験実習）について　（全日教頭　資料２により報告）
　　　イ　強歩大会について　　　　　　　　　　　　　　（全日教頭　資料３により報告）

　　　ウ　城西国際大学留学生英会話教室について　　　　（全日教頭　資料４により報告）

　　　エ　台湾・高雄市立中正高級中学校との交流について　　　　　　　
（全日教諭　資料５により報告）

　　　オ　亀田医療大学理事長による講話（「生活と医療福祉」）
（全日教諭　資料６により報告）

　　　カ　進路内定状況　　　　　　　　　　　　　　　　（全日教諭　資料７により報告）
　　　キ　定時制活動報告　　　　　　　　　　　　　　　（定時教諭　資料８により報告）

　②今後の活動について

　　ア　鴨川幼稚園との連携（保育体験実習）ついて　　（全日教頭　資料９により報告）
　　イ　強歩大会について　　　　　　　　　　　　　　（全日教頭　資料１０により報告）
（８）その他

　　　全日教頭　新聞スクラップ、コミュニティー通信、ホームページご覧ください。
　　　　　　　　来年度コミュニティースクールの再申請行いました。懇親会の件。

（９）閉会の言葉（副会長）
